
第１部

　今年は、薩摩藩の若者たちが活躍し日本を動かした明治維新から150
年にあたる節目の年。市では今年度、有識者による講演会・市民シンポ
ジウムと、市民による創作歌舞劇といった、市民参加型の２つの関連イ
ベントを展開していきます。皆さんも参加して、幕末・明治の原動力を
体感してみませんか。 問市生涯学習課　℡0994-31-1138

明治維新を

学 ぶ

鹿屋で体感、「明治維新」
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、
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シ
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 氏 講演会 氏 講演会
・市民シンポジウム・市民シンポジウム
●場所　リナシティかのや

NHK大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」、「徳川慶喜」、
「新撰組！」、「龍馬伝」、「花燃ゆ」での展示
委員を務めるなど、幕末維新史研究の第一人者。
文部科学大臣表彰。京都市教育功労表彰。

幕末ミュージアム霊山歴史館

副館長　木村 幸比古 氏

NPO法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会

代表理事　東川 隆太郎 氏

「まち歩き」を活動の中心に据える、自他ともに認める
鹿児島の「まち歩きのプロ」。数々のテレビ出演のほ
か、NHK大河ドラマ「西郷どん」でも資料協力を行う。

幕末・明治維新を語る講師陣

9/24 9/24 ㊊㊡㊊㊡アナタがつくる明治維新

創作市民歌舞劇の
出演者を募集します

明治維新を

演じる
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友
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。
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０
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。
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描
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れ
ま

す
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創作市民歌舞劇創作市民歌舞劇
「西郷どんと　「西郷どんと　
　大久保どん」　大久保どん」
●場所　市文化会館

●募集人数　約20～30名（オーディションによる選考）
●応募資格
○小学４年生以上（大隅地域に在住・在勤・在学、ゆかりのある人）で健康な人
○以下の練習にほぼ毎回参加でき、公演当日に出演できる人
※18歳未満の方は、保護者の同意が必要　※経験不問
※合格者は顔写真等をチラシやホームページ等の宣伝媒体に掲載

●練習日時　６月８日（金）以降の毎週月曜日・金曜日　19:00～21:00
※本番前は練習回数が増える場合有り
●練習場所　市文化会館ほか
●参加費　無料　※傷害保険料・交通費・食費、その他実費の自己負担有り

●オーディション
○日時　次の①か②のうち希望する日
　①６月３日（日）14:00～　②６月４日（月）18:00～
○場所　①市役所７階大会議室　②市文化会館リハーサル室
○審査内容　自己紹介及び自己PR（歌、踊り等のパフォーマンス可）
※自己PRの時間は２分以内
※CDプレーヤーは会場に準備有り。それ以外は持参

●応募方法　５月31日（木）までに、応募用紙に必要事項を記入のうえ提出
※応募用紙は、市生涯学習課、市ホームページ、鹿屋市文化協会に有り

問かのや明治維新150周年記念事業実行委員会事務局（市生涯学習課内）

　〒893-8501 鹿屋市共栄町20-1　℡0994-31-1138　℻0994-41-2935

第２部 12/2 12/2 ㊐㊐

お手伝いなどしていただく
サポーターも募集！
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